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Seiai Rehabilitaion Hospital

“食べられなくても仕方がない“患者さんはいない．
医療従事者は，食べてもらう努力を最大限しよう．

安全性の確保は当然十分に行う

リスクを避けるのではなく，リスクを減らすことを目指そう．

患者さんがより早く食べ始め，よりきちんと食べられるように，
各専門職種の技術や知恵を かしてください！

信念

技術
正確な評価・適切な食態の選択
患者さんに負担をかけない介助

協働の心

研修を踏まえて今後の誠愛ESTのあり方とは？

嚥下評価法の統一と運用 食事介助技術の向上

口から食べていない症例を徹底チェック！

職種間でもっと会話を！ 仲間作りを！



Seiai Rehabilitaion Hospital

院内における ESTの役割

医局 看護 リハ 栄養 福祉 管理

病 棟

病 棟

病 棟

★職種の壁、病棟の壁を超えた
活動を行う！

★縦断的・横断的に動く必要あり
・・・将来的にはESTは専従チーム

が望ましい．
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まとめ

◆ 信念・技術・協働の心に触れた研修であった．

◆ 誠愛ESTは，摂食嚥下機能の向上を促すことを目標に，
各職種の知恵を結集して横断的・縦断的に活動中．
・・・長期目標は，摂食嚥下におけるチームワークを確立し，

身体機能全体の改善につなぐこと．

◆ 将来的には，歯科との連携を求む．

◆ 是非，院外研修の継続を！

日頃より EST活動へのご協力を ありがとうございます．
これからも，ますます よろしくお願いいたします．























東名厚木病院研修

12月3日（月）～12月5日（水）

ST大平梨栄



食べられるために･･･

「～だから食べられない」は簡単
「～すれば食べられる」を見つけるのも
摂食嚥下リハに関わる者の大事な仕事

患者さん能力のために食べられないのか？
評価者側、介助者側の問題のために食べら
れないということがあってはならない！！



摂食嚥下リハに求められるもの

食べられないという
結論が出され
やすい風潮

当院にいる間に食
べられない患者さ
んの多くは・・・

おそらく一生食べら
れない

だからこそ当院で食べさせなくては！



摂食嚥下リハに求められるもの

誤嚥させてでも食べさせろ？

患者さんの食べたいに答えられるように

最大限の努力と工夫をしてみましょう

その結果誤嚥（性肺炎）に至ることが

あっても簡単にはあきらめないで。



食べさせられる摂食嚥下介入

 摂食嚥下のメカニズムについて正しく理解
 正確で迅速な評価
 患者さんの能力に合わせた食形態の提供・内容
の工夫

 患者さんの状態に合わせた介助方法

教科書通りのやり方ではだめ･･･
でも
ゴールデンスタンダードをきちんと
理解した上での応用を！


















